
令和７年４月21日 
島根県教育庁学校企画課 
〔担当〕舩木 秀一  
TEL：0852-22-6730 

令和８年度（令和７年度実施）島根県公立学校教員採用候補者「一般選考試験」の出願状況について 

島根県教育委員会 

１ 出願状況 

 ⑴ 全体の状況 

出願者数は、1,182名※（昨年度1,096名） 倍率は、3.3倍（昨年度3.2倍） 

  （会場別内訳：県内 663名（昨年度656名）、大阪 384名（昨年度275名）、東京 63名（昨年度 

89名）、福岡 38名（昨年度32名）、全免除 34名（昨年度44名）） 

  ※ 出願者数は、併願者の第１志望及び第２志望ともに計上（併願者数 33名（昨年度41名）） 

 ⑵ 出願者数と倍率   ※ （  ）は昨年度 

    

 

※１ 島根創生特別枠の出願者数19名を含む。 

※２ すべての校種・職種で募集。出願する校種・職種に含む。 

⑶ 特別枠出願者数の内訳  ※ （  ）は昨年度 

特別枠 校種・職種等 採用予定者数 出願者数 

島根 

創生 

特別枠 

小学校教諭 

全県 

20名程度 
※一般枠の募集人数に含む 

（20名程度） 

10名 (７名) 

数理全県 ０名 (０名) 

英語全県 ０名 (０名) 

特別支援教育担当 ０名 (１名) 

中学校教諭 

全県 

国語、社会、数学、理

科、英語、音楽、美術、

保健体育、技術、家庭 

15名程度 
※各教科の募集人数は１～

２名程度 

※一般枠の募集人数に含む 

（10名程度） 

７名 (６名) 

特別支援 

教育担当 

国語、社会、数学、理

科、英語、音楽、美術、

保健体育、技術、家庭 

０名 (０名) 

特別支援学校教諭 小学部 
３名程度 
※一般枠の募集人数に含む 

（３名程度） 
２名 (１名) 

      項目 

校種･職種 
採用予定者数 出願者数 増減 倍率 

小学校教諭※１ 150名程度 (150名程度) 344名 (320名) 24名 2.3 (2.1) 

中学校教諭※１ 130名程度 (110名程度) 318名 (295名) 23名 2.4 (2.7) 

高等学校教諭 40名程度 (40名程度) 297名 (290名) ７名 7.4 (7.3) 

特別支援学校教諭※１ 25名程度 (25名程度) 45名 (56名) ▲11名 1.8 (2.2) 

養護教諭 10名程度 (10名程度) 145名 (110名) 35名 14.5 (11.0) 

栄養教諭 １名程度 (２名程度) 29名 (25名) ４名 29.0 (12.5) 

障がいのある方を対

象とした募集※２ 
３名程度 (３名程度) 〔４名〕 (４名) ０名  

島根かみあり国スポ

競技力向上枠 
若干名 （若干名） ４名 (０名) ４名  

オリンピアン等対象ト

ップアスリート特別枠 
若干名 （－） ０名 （－） －  

合計 360名程度 (340名程度) 1,182名 (1,096名) 86名 3.3 (3.2) 



島根かみ

あり国ス

ポ競技力 

向上枠※１ 

中学校教諭 全県 

保健体育 

若干名 
※一般枠の募集人数に含ま

ない 

（若干名） 

０名 (０名) 

高等学校教諭 全県 ３名 (０名) 

特別支援学校教諭 中学・高等部 １名 (０名) 

オリン 

ピアン 

等対象 

トップ 

アスリ 

ート特 

別枠 

【新規】 

小学校教諭 全県 

若干名 
※一般枠の募集人数に含ま

ない 

０名 （－） 

中学校教諭 全県 
保健体育 

０名 （－） 

高等学校教諭 全県 ０名 （－） 

特別支援学校教諭 
小学部 ０名 （－） 

中学・高等部 保健体育 ０名 （－） 

※１ 対象競技は、体操競技、男子新体操、ハンドボール、水泳（飛込） 

⑷ 併願者数  ※ （  ）は昨年度 

 第１志望 第２志望(併願先) 出願者数 

ア 中学校教諭(全募集区分・教科) 小学校教諭(全募集区分) 20名 (19名) 

イ 中学校教諭(技術、家庭受験者以外) 中学校教諭(技術、家庭) ０名 (０名) 

ウ 高等学校教諭(全募集区分・教科) 小学校教諭(全募集区分) ４名  (４名) 

エ 高等学校教諭(情報受験者以外) 高等学校教諭(情報) ６名 (７名) 

オ 高等学校教諭(全募集区分・教科) 
特別支援学校教諭(中学部、中

学・高等部、高等部) 
１名  (５名) 

カ 
特別支援学校教諭(中学部、中

学・高等部、高等部) 
特別支援学校教諭(小学部) ２名  (６名) 

⑸ 島根独自の特色ある採用への出願状況   ※ 上記⑵の内数、（  ）は昨年度 

募集区分等 校種・職種 採用予定者 出願者数 

小学校の算数・理科分野で高い専門性を持つ者 小学校 
10名程度 
（12名程度） 

５名 (６名) 

小学校英語教育のリーダー的役割を担う教員 小学校 
10名程度 
（10名程度） 

８名 (９名) 

小学校の特別支援教育担当 小学校 若干名 ４名 (７名) 

中学校の特別支援教育担当 中学校 若干名 ８名 (４名) 

石見地域・隠岐地域限定採用 

小学校 
20名程度 
（20名程度） 

10名 (19名) 

中学校 
23名程度 
（24名程度） 

26名 (30名) 

高等学校 
若干名 

（若干名） 
※隠岐地域のみ 

３名 (３名) 

県外国公私立学校現職教員への特例 

（第１次試験全免除） 
小・中・特 ― 11名 (11名) 

前年度第２次試験Ａ評価者等への特例 

（第１次試験全免除） 
全校種・職種 ― ６名 (12名) 



前年度第２次試験「繰り上げ登載候補者」のうち名簿 

登載にならなかった者への特例 

（第１次試験全免除） 

全校種・職種 ― 17名 (21名) 

常勤講師等経験者のうち前年度第２次試験受験対象者 

への特例【一部要件変更】 

（第１次試験一部免除及び加点） 

全校種・職種 ― 130名 
参考 

(153名) 

石見地域・隠岐地域の限定受験者のうち、市町村教育 

委員会教育長から推薦された者への特例【一部要件変 

更】 

（第１次試験一部免除及び加点） 

小・中 

地域限定 
― １名 

参考 

(４名) 

国公私立学校正規教員経験者への特例 

（第１次試験一部免除及び加点） 
小・中・特 ― ９名 (７名) 

県外国公私立学校現職教員への特例 

（第１次試験加点） 
高・養・栄 ― ８名 (３名) 

国公私立学校正規教員経験者への特例 

（第１次試験加点） 
高・養・栄 ― 10名 (２名) 

常勤講師等への特例【一部要件変更】 

（第１次試験加点） 
全校種・職種 ― 107名 

参考 

(116名) 

非常勤講師等への特例【一部要件変更】 

（第１次試験加点） 
全校種・職種 ― ５名 

参考 

(７名) 

第84回国民スポーツ大会に向けた指導者等への特例 

（第１次試験加点） 
全校種・職種 ― 12名 (７名) 

 

２ 試験内容等 

⑴ 第１次試験 

① 内容等 

試験内容 期日 会場 

教職教養試験 

専門教養試験 

論述試験 

５月17日(土) 

松江会場：くにびきメッセ 

大阪会場：CIVI研修センター新大阪東【変更】 

東京会場：都道府県会館 

福岡会場：TKP博多駅筑紫口ビジネスセンター 

② 結果の通知 

令和７年６月４日(水)午前９時に学校企画課ホームページに掲載するとともに、教員採用試験受験

等申込みシステムのマイページで通知する。 

⑵ 第２次試験 

① 内容等 

試験内容 期日 会場 

個人面接（模擬授業等・場面指導含む） 

実技 

６月28日

(土) 

～ 

７月11日

(金) 

【県内】 

松江北高等学校 

島根県教育センター・自治研修所他 

【県外】※小学校及び特別支援学校専願受験者のみ 

大阪会場：新大阪丸ビル新館 

東京会場：都道府県会館 

   ※ 模擬授業等課題を受験者に通知 

   ※ 追試験は７月20日（日）に実施 



（対象）新型コロナウイルス感染や災害などやむを得ない事情により第２次試験を受験できなかった 

    者 

② 結果の通知 

    令和７年８月６日(水)午前９時に学校企画課ホームページに掲載するとともに、教員採用試験受験等

申込みシステムのマイページで通知する。 

   ※ 第２次試験不合格者のうち、若干名を繰り上げ登載候補者として通知。名簿登載者の辞退により採

用予定者数に満たない場合には、繰り上げ登載候補者を名簿に登載する。 


